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国
指
定
・
練
馬
区
登
録
天
然
記
念
物

練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

樹
勢
回
復
工
事
終
わ
る

練
馬
白
山
神
社
の
境
内
に
は
、
樹
齢
七
〇
〇
～
八

〇
〇
年
と
推
定
さ
れ
る
大
き
な
ケ
ヤ
キ
が
二
本
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
巨
木
は
、
源
義
家
が
永
保
3
年
二

〇
八
三
）
奥
州
征
伐
に
出
陣
す
る
際
、
奉
納
し
た
苗

木
が
大
き
く
な
っ
た
も
の
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、

昭
和
1
5
年
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
本
の
ケ
ヤ
キ
の
根
元
に
は
、
巨
大
な
コ
ブ
が
あ
り
、

こ
の
コ
ブ
が
老
大
木
と
し
て
の
風
格
を
出
し
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
平
成
元
年
7
月
、
社
殿
に
近
い
方
の

ケ
ヤ
キ
の
根
元
が
浮
き
上
が
り
、
幹
が
傾
き
ま
し
た
。

区
で
は
、
応
急
処
置
を
す
る
一
万
、
二
本
の
ケ
ヤ
キ

の
現
状
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
倒
れ
か
か

っ
た
ケ
ヤ
キ
の
幹
は
、
内
部
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
腐

朽
し
て
、
樹
皮
だ
け
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
恒
久
的
な
保
護
対
策
と
し
て
幹

の
上
部
を
切
断
し
、
腐
っ
た
所
を
取
り
除
き
、
支
柱

すす十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十雪

文
化
財
保
護
推
進
員
が
1
2
名
に
な
り
ま
し
た

＋

練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
は
、
昭
和
6
3
年

2
月
に
8
名
が
委
嘱
さ
れ
て
誕
生
し
ま
し
た
。

文
化
財
保
護
推
進
員
の
方
々
に
は
、
区
内
の
文

化
財
に
つ
い
て
随
時
巡
視
を
行
い
、
そ
の
所
在

や
保
存
状
況
を
把
握
し
、
文
化
財
保
護
思
想
の

普
及
啓
発
活
動
を
す
す
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
回
、
定
数
が
1
2
名
に
増
え
、
新
し
く
次

の
3
名
の
方
々
が
文
化
財
保
護
推
進
員
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

荒
井
道
子
　
元
豊
玉
第
二
小
学
校
教
諭

林
　
勇
　
　
邪
土
史
研
究
家

楯
山
月
子
　
元
大
泉
第
一
小
学
校
教
諭

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十

十

十

十

十

十

‡

†

‡

T

千

十

十

†

†

‡

士

も

掛
け
な
ど
の
工
事
を
公
園
緑
地
課
で
行
な
い
、
こ
の

ほ
ど
、
そ
の
全
て
の
工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
大
ケ
ヤ
キ
は
、
明
治
1
7
年
二
八
八
四
）
の

暴
風
に
よ
っ
て
主
幹
が
折
れ
、
そ
の
東
側
に
出
た
支

幹
が
主
幹
と
な
り
、
さ
ら
に
大
正
9
年
二
九
二
〇
）

の
失
火
が
原
因
で
主
幹
に
空
洞
を
生
じ
た
と
い
わ
れ

る
な
ど
幾
多
の
災
害
に
耐
え
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
工
事
も
、
将
来
「
平
成
の
大
手
術
」
と
し
て

語
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
同
時
に
私
た

ち
が
こ
の
木
を
大
切
に
想
う
気
持
ち
も
伝
わ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
太
平
記
で
は
、
元
弘
の
変
（
一

三
三
三
）
が
終
わ
り
、
得
宗
北
条
高
時
以
下
一
門
は
、

鎌
倉
葛
西
が
谷
東
勝
寺
で
自
刃
し
果
て
ま
し
た
。

奇
し
く
も
こ
の
地
は
豊
島
・
葛
西
氏
の
祖
で
、
源

頼
朝
の
信
任
が
厚
か
っ
た
葛
西
清
重
の
居
館
跡
で
す
。

さ
て
、
次
に
太
平
記
第
二
部
。
南
北
朝
動
乱
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
（
中
先
代
の
乱
）
の
主
人
公
は
、

前
回
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
北
条
高
時
の
遺
児
時
行
で

す
。
乱
の
後
、
逃
れ
て
同
じ
平
氏
の
系
統
の
石
神
井

城
主
豊
島
景
村
（
10
代
泰
景
の
弟
）
に
一
時
身
を
寄
せ
、

一
子
輝
時
を
も
う
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
尊
氏
に
捕
＼

神
井
に
道
場
寺
、
金
杉
に
世
尊
寺
を
建
立
し
、
間
も

な
く
永
和
元
年
二
三
七
五
）
こ
の
地
で
没
し
ま
し

た
。
推
定
40
歳
ぐ
ら
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
子
に
景
別

と
あ
り
ま
す
が
家
系
は
絶
え
ま
し
た
。

時
行
が
処
刑
さ
れ
た
正
平
8
年
の
一
年
前
、
正
平

7
年
2
月
2
0
日
銘
の
珍
し
い
南
朝
年
号
板
碑
が
区
内

で
出
土
し
て
い
ま
す
。
（
板
碑
は
扁
平
な
秩
父
緑
泥

片
岩
で
作
っ
た
中
世
の
供
養
碑
で
、
資
料
の
少
な
い

中
世
で
は
文
字
資
料
を
補
完
す
る
石
造
物
。
）

練
馬
区
は
、
2
3
区
内
で
は
板
橋
区
と
共
に
板
碑
を

多
く
出
土
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
欠
損
品
も
含
め
＼

優
位
を
占
め
た
も
の
の
、
足
利
一
門
の
主
導
権
争
い

の
内
証
が
激
化
し
〝
観
応
の
擾
乱
″
と
な
り
ま
し
た
。

足
利
一
門
で
は
尊
氏
の
執
事
高
師
直
と
尊
氏
の
弟

直
義
と
の
不
和
。
尊
氏
の
子
で
直
義
の
養
子
と
な
っ

た
直
冬
が
長
門
探
題
と
な
り
、
尊
氏
の
次
子
基
氏
が

関
東
管
領
と
な
る
。
尊
氏
と
弟
直
義
と
の
不
和
。
の

ち
和
し
て
師
直
殺
さ
る
。
尊
氏
の
長
子
義
詮
と
直
義

と
不
和
。
尊
氏
一
時
南
朝
に
下
り
北
朝
を
廃
す
。
そ

し
て
遂
に
正
平
7
年
2
月
、
尊
氏
は
弟
直
義
を
鎌
倉

で
毒
殺
4
7
歳
。
新
田
義
貞
の
遺
児
義
興
ら
武
蔵
野
合

戦
で
尊
氏
を
浅
草
の
石
浜
へ
敗
走
窮
地
さ
せ
た
が
、
＼

太
年
鑑
と
練
馬
良
0

え
ら
れ
て
正
平
8
年
（
一
三
五
三
）
5
月
2
0
日
、
鎌

倉
竜
ノ
ロ
で
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
1
8
年

間
の
行
方
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
説
に
よ
れ

ば
、
時
行
は
北
条
家
再
興
の
た
め
南
朝
方
と
な
り
、

親
房
の
子
北
畠
顕
家
に
従
っ
て
戦
っ
た
り
、
義
貞
の

子
新
田
義
輿
に
属
し
て
度
々
鎌
倉
に
攻
め
入
っ
た
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
豊
島
景
村
に
育
て
ら
れ
養
子
と
な
っ
た
輝

時
は
、
景
村
と
共
に
南
朝
方
に
就
き
、
忠
勤
に
励
み

共
に
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
尊
氏
の
孫
足
利
義
満
が
三
代
将
軍
と
な
っ
た
後
、

父
時
行
や
養
父
景
村
の
菩
提
の
為
で
し
ょ
う
か
、
石

て
約
3
0
0
基
（
う
ち
・
題
目
板
碑
1

0
0
基
・
大
泉
地
域
の
み

出
土
）
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
造
立
の
盛
ん
だ
っ
た
南
北
朝
時
代
の
も

の
が
約
4
0
基
、
さ
ら
に
石
神
井
城
付
近
か
ら
の
出
土

と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
1
0
基
あ
り
ま
す
。
区
内
出
土

30
0
基
の
中
で
南
朝
年
号
は
、
三
宝
寺
の
裏
山
出
土
と

さ
れ
る
こ
の
正
平
7
年
銘
板
碑
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
都
内
及
び
関
東
で
も
数
少
な
い
も
の
で
す
。

で
は
今
か
ら
六
四
〇
年
前
の
正
平
7
年
前
後
は
、

ど
ん
な
動
乱
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

正
平
7
年
は
北
朝
年
号
の
観
応
3
年
（
9
月
に
文

和
と
改
元
）
に
当
り
ま
す
。
す
で
に
京
都
の
北
朝
が

文
化
財
保
護
推
進
員

吼
え
清

の
ち
鎌
倉
を
奪
回
さ
れ
る
。
5
月
南
朝
再
び
吉
野
へ

遷
幸
。
8
月
義
詮
再
び
北
朝
を
擁
立
。
直
冬
南
朝
方

と
な
り
九
州
で
勢
力
。
正
平
8
年
北
条
時
行
処
刑
。

直
冬
京
都
を
攻
め
尊
氏
父
子
近
江
へ
敗
走
、
の
ち
奪

回
。
北
畠
親
房
病
死
6
2
歳
。

そ
し
て
正
平
1

3
年
4
月
2
0
日
尊
氏
遂
に
病
死
5
4
歳
。

つ
づ
い
て
新
田
義
興
多
摩
川
矢
口
ノ
渡
で
謀
殺
2
8
歳

な
ど
、
果
て
し
な
い
骨
肉
の
抗
争
が
続
き
ま
し
た
。

元
来
、
石
神
井
郷
は
郷
地
頭
職
の
藤
姓
宇
多
氏
の

保
持
す
る
土
地
で
鎌
倉
中
期
に
垂
広
の
子
女
3
人

等
が
嫁
し
た
泉
・
宮
城
・
豊
島
各
氏
の
女
人
へ
安
堵

相
続
さ
れ
ま
し
た
。
尊
氏
の
こ
ろ
貞
和
5
年
過
行
（
承

2
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認
）
後
、
豊
島
氏
領
有
し
一
時
収
公
後
、
1
1
代
宗
朝

・
1
2
代
泰
宗
に
永
代
還
補
さ
れ
ま
し
た
。
宗
朝
に
は

有
名
な
神
皇
正
統
記
を
執
筆
し
な
が
ら
南
朝
挽
回
に

努
め
て
い
た
北
畠
親
房
を
、
常
陸
小
田
城
に
攻
め
た

暦
応
の
着
到
状
（
参
陣
証
明
）
が
あ
り
、
ま
た
豊
島
庶

流
の
志
村
親
義
が
、
足
利
直
義
党
へ
参
陣
し
た
観
応

の
着
到
状
に
は
、
太
平
記
で
高
師
直
の
た
め
恋
歌
を

代
筆
し
た
歌
人
武
将
、
武
蔵
国
守
護
代
薬
師
寺
公
義

の
証
判
（
証
明
の
サ
イ
ン
）
が
あ
っ
て
面
白
い
も
の
で

す
。
12
代
豊
島
（
泰
宗
）
に
与
え
た
貞
治
の
軍
息
状

（
戦
功
証
明
）
も
残
っ
て
い
て
、
豊
島
・
葛
西
氏
は
な

ベ
て
北
朝
方
で
あ
り
ま
し
た
。
南
朝
の
支
持
を
推
察

出
来
る
の
は
景
村
輝
時
父
子
伝
や
正
平
7
年
銘
板
碑
で

す
。
ま
た
観
応
3
年
に
足
利
義
詮
が
細
川
式
部
太
夫

宛
教
書
に
、
豊
島
一
族
が
新
田
軍
に
属
し
て
い
る
内

容
の
文
書
な
ど
が
残
っ
て
い
る
く
ら
い
で
す
。

現
在
の
光
が
丘
公
園
弓
道
場
（
旧
弁
天
弼
）
付
近
か

ら
、
成
増
飛
行
場
建
設
の
と
き
に
貞
治
－
康
暦
ま
で

9
基
の
板
碑
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
幕
末
の
文
化

年
間
十
方
庵
敬
順
の
『
遊
暦
雑
記
』
の
中
に
〝
練
馬

将
監
義
明
〟
の
話
が
あ
り
ま
す
。
『
上
練
馬
村
中
宮
の

城
山
に
代
々
居
住
し
、
康
安
貞
治
の
間
、
下
野
宇
都

高さ46cmX奥行40cm）総桐の箪笥（横幅l川cmX高

ペ
リ
ー
が
来
航
し
た
頃
の
箪
笥

箪
笥
が
庶
民
の
家
具
と
し
て
使
わ
れ
始
め
る
の
は
、
明
治
中
期
か

ら
大
正
時
代
に
か
け
て
で
あ
る
。
し
か
し
練
馬
に
お
い
て
は
、
こ
の

頃
箪
笥
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
箪
笥
は
、
区
内
の
旧
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
総
桐
の
箪
笥
の
一

部
で
、
寸
法
も
今
の
も
の
と
同
じ
位
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
上
に
幾

つ
か
重
ね
て
使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
。

こ
の
箪
笥
の
底
に
墨
痕
鮮
や
か
に
「
嘉
永
七
甲
寅
仲
秋
出
来
之

柳
澤
要
人
成
知
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

嘉
永
7
年
二
八
五
四
）
と
い
え
ば
、
米
債
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来

航
し
た
翌
年
に
あ
た
り
、
今
か
ら
一
三
七
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

本
資
料
室
に
は
、
百
年
以
上
前
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
民
具
が

四
点
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
中
の
一
点
で
あ
る
。

宮
城
主
芳
賀
入
道
善
可
が
板
橋
筋
で
鎌
倉
勢
と
度
々

交
戦
し
た
時
、
将
監
も
鎌
倉
勢
に
追
詰
め
ら
れ
て
た

だ
一
騎
で
駈
出
し
、
石
神
井
の
山
中
に
遁
入
。
し
か

し
敵
軍
に
囲
ま
れ
矢
を
受
け
る
こ
と
ミ
ノ
毛
の
よ
う

で
、
深
田
に
は
ま
り
遂
に
馬
上
で
自
決
し
た
と
い
う
。

そ
の
跡
が
三
宝
寺
池
と
な
り
、
鞍
は
沈
ん
で
池
の
主

と
な
っ
た
。
』
と
あ
り
ま
す
。
地
方
に
残
る
太
平
記

の
複
合
さ
れ
た
物
語
で
し
ょ
う
か
。

庶
流
や
国
人
衆
の
治
頭
と
分
立
、
在
地
領
主
化
も

太
平
記
が
教
え
る
大
切
な
一
面
で
あ
り
ま
す
。

新
刊
書

「
練
馬
の
石
造
物
－
路
傍
編
そ
の
一
－
」

を
頒
布
し
て
い
ま
す

郷
土
資
料
室
で
は
、
昭
和
6
2
年
よ
り
区
内
の
石
造

物
の
調
査
に
取
り
組
み
、
こ
の
た
び
、
区
内
全
域
に

わ
た
っ
て
調
査
し
た
路
傍
の
石
造
物
の
う
ち
、
東
部

に
あ
る
1
0
2
か
所
、
1
8
2
基
の
写
真
を
銘
文
と
と
も
に
紹

介
す
る
資
料
集
「
練
馬
の
石
造
物
－
路
傍
編
　
そ
の

3

一
－
」
を
刊
行
し
ま

し
た
。
こ
の
6
月
1

日
か
ら
、
練
馬
区
郷

土
資
料
室
・
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
文

化
保
護
係
・
情
報

公
開
室
に
お
い
て
、

一
冊
，10
円
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
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生
き
て
い
ま
す
『
練
馬
大
根
』

江
戸
時
代
末
頃
に
は
、
す
で
に
全
国
的
に
そ
の
名

を
知
ら
れ
、
明
治
以
後
に
は
海
外
に
ま
で
大
量
に
出

荷
さ
れ
た
「
練
馬
大
根
」
も
、
病
虫
害
の
発
生
や
、
特
に

戦
後
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
、
昭
和
3
0
年
頃
ま
で

の
間
に
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
練
馬
大
根
」
の
名
で
知
ら
れ
る
大
根
は
、
元
々
漬
け

も
の
用
で
、
収
穫
し
、
干
し
て
漬
け
る
手
間
も
大
変

で
、
た
ま
た
ま
昭
和
初
期
頃
か
ら
需
要
が
増
し
た
生

鮮
野
菜
に
転
換
し
た
農
家
も
多
く
、
戦
時
中
に
は
石

神
井
・
大
泉
方
面
に
た
く
あ
ん
生
産
の
中
心
が
移
っ

て
い
ま
し
た
。
戦
後
は
こ
こ
か
ら
も
さ
ら
に
西
へ
去

文
化
財
保
護
推
進
員
　
亀
井
　
邦
彦

り
、
一
方
で
茨
城
県
や
群
馬
県
方
面
に
も
移
っ
て
い

ま
す
。こ

う
し
た
中
で
、
自
家
用
を
中
心
に
今
日
ま
で
細
々

と
練
馬
大
根
を
作
っ
て
来
た
農
家
も
あ
り
ま
す
。
平

成
元
年
度
か
ら
は
練
馬
区
も
、
こ
の
文
化
財
と
も
い

え
る
練
馬
大
根
の
保
護
・
育
成
を
図
る
こ
と
と
な
り

地
元
の
農
家
の
方
に
委
託
栽
培
を
お
願
い
し
、
農
協

や
漬
け
も
の
組
合
の
ご
協
力
も
得
て
、
一
部
市
場
へ

も
売
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
産
者
の
努
力

は
並
々
な
ら
ず
、
進
む
都
市
化
の
中
で
、
練
馬
大
根
の

復
活
は
今
後
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
》

加
藤
佐
平
さ
ん
7
2
歳

（
平
成
3
年
5
月
1

0
日
逝
去
）

練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
田
柄
・
春

日
町
∴
商
松
・
光
が
丘
の
歴
史
を
主
に
研
究

※
民
俗
行
事
所
在
調
査
を
実
施
中

現
在
、
区
教
育
委
員
会
で
は
、
区
内
で
行
な
わ
れ

て
い
る
富
士
講
や
念
仏
講
な
ど
の
講
に
つ
い
て
、
所

在
を
把
握
す
る
調
査
を
実
施
中
で
す
。
1

2
名
の
文
化

財
保
護
推
進
員
が
聞
き
取
り
方
式
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
又
、
講
の
所
在
に
つ
い
て
情
報
を
文
化
財
保
護

係
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

4

第12号　ねりまの文化財

練馬大根取り入れ風景

練馬大根沢庵溝をつくる

時に使用した、長い大根

を洗うための小判型洗い

桶

荒
井
道
子
－
南
大
泉

井
口
　
敏
－
関
町
（
全
域
）
他

石
井
　
薫
－
東
大
泉

伊
藤
経
一
－
豊
玉
（
全
域
）
他

岩
崎
美
智
子
－
富
士
見
台
他

瓜
生
　
清
1
大
泉
町
・
土
支
田
他

亀
井
邦
彦
－
北
町
・
早
宮
他

桑
島
新
一
－
春
日
町
・
田
柄
他

鈴
木
曹
元
－
桜
台
・
羽
沢
他

長
坂
淳
子
－
上
石
神
井
他

林
　
勇
－
石
神
井
町
・
谷
原
他

檜
山
月
子
1
大
泉
学
園
町
他


